
 

 

大分大学経済学部 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー：ＡＰ） 

 

教育理念・目標 

  本学部は、経済学、経営学を中心にしながら社会科学の諸分野について、基礎から応用・実践に至

るまで幅広く学習することを通じて、経済社会の動向を的確に把握し、社会の中核を支える人材を養

成することをめざしています。 

  こうした人たちが今日の高度化・複雑化する社会に柔軟に対応しながら、各方面で真価を発揮する

ためには、基礎的能力が不可欠です。こうした能力を身につけることは、社会や経済の変化に対する

適応力を高めるとともに、創造性を発揮するうえでの基盤になると考えています。また、実社会で活

躍するうえで求められる実践力を身につけるためにも基礎的能力が重要です。そこで、学生の基礎的

能力を高めることを本学部の教育目的とします。 

 この目的を達成するために基礎学力を伸ばすことのできる多様な授業、カリキュラムを編成すると

ともに、少人数教育に基づいたきめ細かな指導によって、論理力、表現力、開かれたコミュニケーショ

ン能力や共生する力を有する人材を養成します。同時に、国際化、情報化などに対応できる能力も育

成します。 

 

求める学生像 

  本学部は、経済社会の諸問題に関心をもつ人に対して、その基礎的能力を高めることを教育の目的

としています。 

  したがって、本学部に入学する人は、経済社会への関心や基礎学力を有すると同時に、自分のもつ

学力や能力を伸ばしたいという意欲をもつ学生であってほしいと考えています。特に、いきいきとし

た好奇心をもち続けられる人、しっかりした自分をもち自己表現ができる人、そして、バイタリティー

あふれる人を本学部は求めています。卒業後の進路として、次のような目標をもっている人が入学す

ることを歓迎します。 

 ・金融界で活躍することをめざす人（たとえば銀行、保険会社、証券会社の仕事などをめざす人） 

 ・産業界で活躍することをめざす人（たとえばメーカー、商社、サービス業の仕事やベンチャービ

ジネスの起業などをめざす人） 

 ・公務に携わることをめざす人（たとえば公務員、国税専門官、裁判所職員や警察などの仕事をめ

ざす人） 

 ・会計や税務、法務に携わることをめざす人（たとえば公認会計士、税理士、中小企業診断士、社 

会保険労務士、司法書士などをめざす人） 

 ・教育や研究に携わることをめざす人（たとえば高校教員、事業コンサルタントやシンクタンク研

究員、また大学院進学をめざす人） 

 ・国際社会で活躍することをめざす人（たとえば国際公務員や海外ボランティア、また外国企業で 

働くことをめざす人） 

 ・地域社会で活躍することをめざす人（たとえば県庁・市町村役場やマスコミ、病院、福祉施設、

NPO・NGO、ボランティア組織、地場産品を扱う６次産業などで働くことをめざす人） 

 

 

 

 

  



 

 

《各学科の特色》 

  本学部は、次の４つの学科によって構成され、それぞれ特色ある授業を提供しています。 

  とりわけ地域経済や地域社会に関する豊富な授業は他大学にはみられない充実したものです。学

生は入学時に学科を決めず、基礎を幅広く学んだのち各自の希望に応じて所属学科を決めますが、

学生の多様な関心やニーズに対応し、多面的な学習ができるように所属学科にかかわらず豊富な

メニューのなかから自由に選択できるようにしています。 

 

〈経済学科〉 

経済学科では、家計、企業、政府などの経済主体の行動が生み出す経済社会の諸現象を分析でき

る経済学的な考え方を学びます。これにより、グローバル化された経済社会で活躍できる人材を育

成します。 

〈経営システム学科〉 

経営システム学科では、現代企業のかかえる経営上の問題に対しての経営学・商学・会計学の諸

理論を基礎・中級・応用と段階的に幅広く学び、かつ分析・解明する方法や技術を会得したうえで、

それらを実社会で有効に活用し効果的な解決策を提案できる実践力を養います。 

〈地域システム学科〉 

地域システム学科では、地域経済、法律、行政、福祉など、住民の生活領域を学際的・総合的に

学ぶとともに、異文化間コミュニケーションと国際相互理解を深める実践的な学習を行います。こ

れにより、地域の経済社会や行政・法制度に関わる知識を十分に備え、グローバルな諸問題を総合

的に理解し、それらを活用して、地域社会の再生・活性化のために、ローカルな実践ができる人材

を養成します。 

〈社会イノベーション学科〉 

社会イノベーション学科では、商品・サービスの創造による企業経営上の革新や、行政や NPO

等による社会事業創造に基づき、地域社会の課題を解決することを学びます。特に、イノベーショ

ン（新たな価値創造）が求められる社会経済状況を理解して、地域における現場体験を組み込んだ

実践的な教育を通じ、課題探究能力およびチームワークを構築・維持できるようなコミュニケー

ション力を備えた人材や組織の中でイノベーション強化に携わる人材を養成します。 

 

入学者選抜の基本方針 

 経済学部では、一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜（普通推薦、商業推薦）、

総合型選抜、社会人選抜などを実施し、複数の入学者選抜方式によって多様な人材を受け入れます。 

・一般選抜（前期日程） 

  高等学校等において基礎的な学力を修得した学生を選抜するため、大学入学共通テストは５〜６

教科７～８科目とし、個別学力検査では数学と英語から１教科を課します。特色加点では、高等学

校入学以降の様々な主体的・協働的な活動について、「自分のもつ学力や能力を伸ばしたいという

意欲」を評価します。 

・一般選抜（後期日程） 

  高等学校等において基礎的な学力を修得した学生を選抜するため、大学入学共通テストは４〜５

教科５科目とし、個別学力検査では小論文を課しています。小論文では、社会科学的素材に基づく

出題を行い、理解力（あるいは大意把握力）、論理的思考力、表現力を評価します。これらに加え

て、高等学校入学以降の様々な主体的・協働的な活動について、「自分のもつ学力や能力を伸ばし

たいという意欲」を評価します。 

 



 

 

 

・学校推薦型選抜（普通推薦、商業推薦） 

  大学入学共通テストと個別学力検査を免除し、小論文、面接、提出書類を総合して選考します。

小論文では、社会科学的素材に基づく出題を行い、理解力（あるいは大意把握力）、論理的思考力、

表現力を評価します。面接はグループによるディスカッション方式で行い、積極性や理解力、自己

表現能力を評価します。 

・総合型選抜 

 [英語資格・簿記資格に基づく選抜制度] 

英語または簿記の能力が高く、そのうえで経済学・経営学等を学び、能力を高めようとする意欲

をもつ学生を選抜するため、大学入学共通テストと個別学力検査を免除し、小論文、面接、提出書

類を総合して選考します。選抜方法は２段階選抜で、第１次選考は自己推薦書、調査書及び出願資

格に関わる提出物による書類選考とします。第２次選考は小論文及び個人面接とします。小論文で

は、社会科学的素材に基づく出題を行い、理解力（あるいは大意把握力）、論理的思考力、表現力

を評価します。英語資格の個人面接では、提出書類も参考にして、取得資格に関する能力、積極性、

自己表現能力を評価します。簿記資格の個人面接では、提出書類も参考にして、資格取得を通して

身につけた能力を大学の学びにどのように結びつけたいかなどの積極性・学習意欲・自己表現能力

を評価します。 

[課題探究型学習に基づく選抜制度] 

高等学校等での学習課程の中で課題探究に取り組みながらその成果を残し、そのうえで経済学・

経営学等を学び、能力を高めようとする意欲をもつ学生を選抜するため、大学入学共通テストと個

別学力検査を免除し、小論文、面接、提出書類を総合して選考します。選抜方法は２段階選抜で、

第１次選考は自己推薦書、調査書及び出願資格に関わる提出物による書類選考とします。第２次選

考は小論文及び個人面接とします。小論文では、社会科学的素材に基づく出題を行い、理解力（あ

るいは大意把握力）、論理的思考力、表現力を評価します。個人面接では、提出書類も参考にして、

課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の能力および主体的に学習に取り組む態度

を評価します。 

・帰国生徒選抜 

  大学入学共通テストと個別学力検査を免除し、小論文、面接、提出書類を総合して選考します。

小論文では、社会科学的素材に基づく出題を行い、理解力（あるいは大意把握力）、論理的思考力、

表現力（日本語能力を含む）を評価します。面接では、経済社会への知的好奇心や勉学意欲、自己

表現能力を評価します。 

・社会人選抜 

  大学入学共通テストと個別学力検査を免除し、小論文、面接、提出書類を総合して選考します。

小論文では、社会科学的素材に基づく出題を行い、理解力（あるいは大意把握力）、論理的思考力、

表現力を評価します。面接では、経済社会への知的好奇心や勉学意欲、自己表現能力を評価します。 

・私費外国人留学生選抜 

  日本留学試験ならびに本学で実施する学力検査（数学または英語から１教科選択）、小論文、面

接、提出書類を総合して選考します。小論文では、社会科学的素材に基づく出題を行い、理解力（あ

るいは大意把握力）、論理的思考力、表現力（日本語能力を含む）を評価します。面接では、経済

社会への知的好奇心や勉学意欲、自己表現能力を評価します。 

・第３年次編入学試験 

  英語、小論文、提出書類を総合して選考します。小論文では、社会科学的素材に基づく出題を行

い、理解力（あるいは大意把握力）、論理的思考力、表現力を評価します。 



 

 

 

 

各選抜試験で重視する力や観点        

入試区分 入試科目 

学力の３要素（確かな学力） 求める学生像 

知識・技能 
思考力・判断

力・表現力 

主体性・多様性・

協働性・コミュニ

ケーション力 

経済社会への関

心や基礎学力を

有する 

自分のもつ学力や

能力を伸ばしたい

という意欲をもつ 

一 

般 

選

抜 

前 

期 

日 

程 

大学入学共通テスト ◎ ◯  ◯  

教科の試験 ◯ ◯  ◯  

特色加点   ☆  ☆ 

後 

期 

日 

程 

大学入学共通テスト ◎ ◯  ◯  

小論文 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

学校推薦型

選抜 

小論文 ◯ ◯  ◯  

面接（グループ・ディス 

カッション） ◯ ◯ ◎ ◯ ◯ 

調査書 ◯  ◯ ◯  

志望理由書  ◯ ◯ ◯ ◯ 

推薦書 ◯  ◯ ◯ ◯ 

総合型選抜 

小論文 ◯ ◯  ◯  

面接 ◎ ◯ ◎ ◯ ◎ 

調査書 ◯  ◯ ◯  

志望理由書  ◯ ◯ ◯ ◯ 

そ

 

の

 

他 

小論文 ◯ ◯  ◯  

面接   ◎ ◯ ◯ 

調査書 ◯  ◯ ◯  

小論文 ◯ ◯  ◯  

面接   ◎ ◯ ◯ 

調査書 ◯  ◯ ◯  

教科の試験 ◎   ◯  

小論文 ◯ ◯  ◯  

面接   ◎ ◯ ◎ 

調査書 ◯  ◯ ◯  

教科の試験 ◎     

小論文 ◯ ◯  ◯  

調査書 ◯  ◯ ◯  

◎は、特に重視する 

☆は、加点評価 
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高等学校等の段階で修得すべき知識・能力 

経済学部の教育は、高等学校等において学習する教科・科目を十分に理解していることを前提とし

て行われます。学生の基礎的能力を高めることが本学部の目標ですので、大学入学までに以下に掲げ

る能力等を身につけるようにしてください。 

 

国     語：資料や文章の読解力や大意把握力、自分の考えを説明するための論理的思考力と

表現力が必要です。 

 

地理歴史、公民：基礎的な知識と政治、経済、社会の動きに対する知的好奇心と探究心が必要です。 

 

数     学：基本的概念や原理・法則を理解することに加え、論理的な思考力と応用力（商業      

推薦の受験者にあっても、簿記に関する同様の思考力と応用力）が必要です。 

 

理     科：基礎的な知識と自然や科学に対する知的好奇心と探究心が必要です。 

 

外 国 語（英語）：資料や文章の読解力と意思疎通のためのコミュニケーション能力、ならびに多様

な言語文化に対する関心が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


